
1 階に生まれるボイド空間が都市
に自然を表出させる。池袋の街か
ら廃材や資材が集められ、建築内
に溢れ出す。

西側には 2-6 階にかけて様々な室
が配置され、建物の顔となる。
2階の大きな吹き抜けからは建物
の内部を一望できる。

ストリートパフォーマーの居場所
となる。ミュージックルームやキッ
チンスタジオがあり、オープンス
ペースには賑わいがあふれる。

建物の中央に位置し、多くのストッ
クが置かれる。置かれたストック
は工房で加工されたり、体験や子
供の教育に使われる。

ギャラリーでは作品を鑑賞しなが
ら、下の階のアートの制作過程を
眺めることができる。比較的静か
なこのフロアは建物と使用者の緩
衝材となる。

私的空間性が高まってくる 6階か
らは居住空間が現れる。ゲストハ
ウスは外国人旅行者がつどい、併
設されたショップではアトリエで
製作した作品が売られる。

アーティストや美大生などが安い
価格で借りられる住居。アトリエ、
ミーティングルームなどで交流が
生まれる。

住居の他にラウンジやストック置
き場がある。かつてのアトリエ村
のように若者の賑わいがあふれる。

屋上テラスは緑化され、建物内で
作られた家具やアートが置かれる。
池袋を一望できる住民の憩いの場
となる。

1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

7FL

8FL

9FL

住居

ラウンジ

住民テラス

屋上テラス

ガーデン

住居

ミーティングルーム

アトリエ

オープンテラス

ゲストハウス

ラウンジ

ショップ

交流テラス

コワーキングスペース

ギャラリー

アートテラス

ストック置き場

工房

教育スペース

体験スペース

木材テラス

ミュージックルーム

キッチンスタジオ

広場

賑わいテラス

アトリエ

カフェ

アトリエテラス

ビオトープ

ギャラリー

ショップ

インフォメーション

舞台

搬入口

▽ GL+0

▽ GL+6000

▽ GL+10000

▽ GL+15000

▽ GL+20000

▽ GL+25000

▽ GL+30000

▽ GL+34000

▽ GL+37000▽ GL+37000

▽ MH+44000

ビオトープ搬入口

カフェ アトリエ

キッチンスタジオ ミュージック
ルーム

教育スペース 工房

コワーキング
スペース

ギャラリー

ゲストハウス ショップ

住居 アトリエ

ラウンジ

街からのストックは4階に置かれる

ストックが再構成されることで空間が変化する

街との繋がりを持つデッキ空間

様々な場が異なる個性を育む場になる

吹き抜けは人々の賑わいや自然環境を可視化させる

オブジェクトが街を彩っていく

YOUR CIRCULAR STORY
廃材を利用した街の循環システムを担う文化発信拠点

メインパース

パース

アクソメ

　環境

　構造

斜め壁

　更新性

街区

建てもの内の
拡がり方

パース

パース

パース

パース

パース

背景 サーキュラーエコノミー

断面ぱ
スキーム

01. 背景 - 木造密集地域と若者の文化の街

池袋駅
東長崎駅

椎名町駅

北池袋駅

大塚駅 巣鴨駅

駒込駅

山
手
通
り

下板橋駅

明治
通り

アトリエ村

トキワ荘で生まれた作品

トキワ荘
https://san-tatsu.jp/articles/28373/、https://www.tokyo-np.co.jp/article/25574、https://home.ikebukuro.kokosil.net/ja/archives/66224

［木造密集地域］

［文化の街］
　アトリエ村やトキワ荘など絵
や彫刻、漫画などを勉強する若
者向けの借家群が多く存在し、
池袋のアート・カルチャーの源
流となっていた。しかし現在は
安い借家が減少し若者の居場所
が減少している。文化を担い、
発信していく場が必要とされる。

　東京都は災害危険度の高い木
造密集地域を 「燃え広がらない・
燃えないまち」にするため、 「不
燃化特区制度」による建築物の
不燃化を促進している。その中
でも豊島区は木密地域が多く存
在し、ボヤや空き家問題などの
課題を抱えている。 不燃化特区...

09. 街への拡がり - 建物内で新たなものに更新され、街中で使われる
[木密地域：木材、廃材 ] [ 更新 ] [ 街中：ストリートファーニチャー ]

ショップ

木造密集地域 駅路上

木造密集地域やショップから出る木材や廃材、衣服を建物内で再利用する。製作したストリートファー
ニチャーは池袋の街へと拡がり、街に賑わいをもたらす。

ショップ公園

・ベンチ
・オブジェ

・簡易の舞台
・アート作品
・ベンチ

・遊具
・ベンチ
・藤棚

・作品
・看板
・ベンチ

・木材
・廃材

・衣服
・看板
・廃材

本棚

はしご

ベッド プランター

ベンチ

間仕切り壁

椅子 看板

机手すり屋台

デッキ

ステージ

階段 オブジェパーゴラ

部屋

遊具

［SCALE 大］ ［SCALE 中］ ［SCALE 小］［ストックの規格を活かした活用法］

　内部空間にはストックの規格の組み合わせによって様々
なオブジェクトが生まれる。大きいオブジェクトはまたさ
らに小さなオブジェクトへ作り変えられる。
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①＋②＋③

①＋②＋④＋⑤ ①＋⑤

04. 廃材の活用 - 規格によって現れるオブジェクト 

105×105. 120×120
135135. 105×105
105×120. 120×120
90×90. 30×90
30×105. 30×120
45×45. 45×60
45×75. 45×90. 45×105

在来軸組部材 材長 断面寸法

材長 断面寸法

材長 断面寸法

枠組壁工法部材

幅広部材

管柱 C・通し柱 C
梁・桁
胴差・母屋
小屋束・棟木
間柱 C・筋かい C
二階根太・垂木

壁 206・210
壁 204・208・212・404
壁 404
小屋 206・210
小屋 204・208・212・404

壁
スラブ
屋根

2.0-5.0
3.0-5.0
1.8-4.0

38×64
38×88
89×89
38×64
38×89

住戸の固有値

①

②

③
④
⑤

05. 更新性 - 時間スパンで更新される建築

家具やストリートファニ
チャーなどの小規模なもの
が短時間で更新される。

ミドルスパンでは、部屋の
レイアウトや設備更新、建
築内の間仕切りを更新する。

躯体の更新時期とともに、
階高や建築内の空間構成を
要望や用途に合わせて変化
させることができる。

ニーズの変化

１人暮らしの需要　高 家族層の需要　高

ミ
ド
ル
ス
パ
ン

ロ
ン
グ
ス
パ
ン

シ
ョ
｜
ト
ス
パ
ン

　 現在
（耐久試験）

未来

[ 家具の更新 ] 

[ 部屋のレイアウトの更新 ] 

[ 躯体の更新 ] 

20~X 年

5年

数か月

大中小のオブジェクトが分解されたり作り変えられていく

中二階の付加
etc....

　廃材は初めに耐久試験を行い、耐用年数を推定することで、用途や使用スパンを決定する。
耐用年数が短いものから順に、家具、間仕切り壁、構造部材に使用されていく。建築の持つ
更新性を活かすことで、要望に合わせて階高を変化させることや時間経過の中で必要な用途
を加えることが可能となっている。

今度は新たな
交流の場を作ろう！！

六階にも住めると
ころが欲しいね

二階の南はもう
更新時期だな

！ ♫♫ ♪

更新

06. スキーム - レジデンスを中心とした街とのつながり・芸術文化の発信拠点

利用者増による
収益の増加

支援金

補助金
支援金

Park-PFI 事業

街の魅力の向上
文化拠点となる 作品の展示・交流

製作の場
観光の促進 文化に触れ合う

体験教室

カルチャーを
作り出す

コミュニティー
を支援

民間企業

・SDGｓの促進
・ゴミの処分方法の選択

豊島区

・劇場都市を推進

アーティスト・コミュニティー

・アーティスト同士のつながり
・新しい出会い
・仕事の斡旋

美術学校生や音大生、建築家の卵
・アート作品の制作
・スタジオで演奏・練習

レジデンス木造密集地域

・豊島区における木造空き家の問題

大人・高齢者
子供たち

観光客・外国人

訪れた人々

家具の製作
アートの製作
建物の更新

レジデンスや
訪れた人の作
品を飾る
カルチャーの
発信の場

音楽 , 芸術 , 調理
などの教室
子供の体験

芸術・文化の発信
交流

ストリートファーニチャー

用途に合わせて更新

観光客と
レジデンスの交流

アートに触れ合う・体験
街・公園

・街にストリートファニチャーを普及

池袋西口公園
南池袋公園
中池袋公園

解体で出た木材を集める

ギャラリーアトリエ・工房

低価格賃貸

CW・教育ゲストハウス

更新を行う

更新を担う代わりに
低価格で住む

TOSHIMA
International City
of Arts & Culture
国際アート・カルチャー都市としま

02. コンセプト - 木造密集地域の廃材を用いたサーキュラーエコノミーを実現する建築

　本提案では躯体や内部空間が更新されることが前提と
なる建築を提案する。この建築は豊島区内のストックか
ら構成され、更新される。建物内には様々な個性を持つ
美術学校生や音大生、建築家の卵たちが住み更新の担い
手となる。更に、この建築は未来の文化の担い手と訪れ
る人々が手を取り合うことで新たな文化形成・発信拠点
となる。都市における場所を再獲得したストック達は建
物内や街に姿を現し始め、人々に’’ 誰もが主役になれる’’
ことを再発見させていく。

［循環利用を前提とした建築］

［循環から始まる新たなカルチャー］

　サーキュラーエコノミー（循環型経済）とは、従来の作っ
て捨てるというリニア（直線）型経済システムのなかで
活用されることなく「廃棄」されていた製品や原材料な
どを新たな「資源」と捉え、廃棄物を出すことなく資源
を循環させる経済の仕組みのことを指す。この概念に基
づき、豊島区の木造密集地域をストックと捉え、本計画
の中心素材として再利用する循環型の建築を提案する。

従来（Liner Economy） 提案（Circular Economy）

誰もが主役になれる
街づくり

新しい池袋カルチャー
の創造

ストックによる持続可能な
都市再生

循環

生産

消費

ストック

原料
古材チップ

再利用

原料

生産

消費

廃棄物

♫ ♫未来のアーティストへ

都市は循環し
　　　文化を育む

新たな文化を
　　発信し続ける

誰一人取り残さない場所創り

自分らしくあるために

08. 環境装置 - 自然を可視化する

　斜めに設けられたボイドは建物内
に日光や雨水、風を取り入れ、環境
負荷の低減に寄与する。

　外皮に設けられたルーバーは時に
街からの視線を緩やかに遮り西日を
抑え熱負荷を軽減する。

下層に日光を
届ける

上昇気流
により
自然換気が
行われる

斜めのガラスを
水が伝い躯体
を冷やす

雨水貯水槽

西日を遮る［纏うルーバー］ ［引き込むボイド］

07. 空間 - 斜めの壁が生む多様な居場所

　建物に挿入された斜めの柱で構成された間仕
切りは建築内に様々なスケールを生み、様々な
発想を誘発させる。

上層に向かうにつ
れ個人空間性が増
していく

街の動線を引き込
むピロティ

中心部は公共性が
増していく

街に開かれる
テラス空間

私的空間性を帯び
る居室空間

街から見える
オープンスペース

03. 構造 - 住宅廃材を利用した束ね材

　住宅から出る105角の廃材を金物を使って束ねる。束ねた柱の隙間に束ねた
梁を挿入することで強度を増し、高層木造建築を実現させる。金物は束ね材の
内部にあり表面に現れず、美観を保つ。

10
5m
m

厚さ＝10mm

565mm
335mm

10
5m
m

82°
82°

8本の束ね柱

2本の束ね柱

4本の束ね梁1本の梁

5m
5m

4本の束ね梁 金物

8本の束ね柱

［接合方法］ ［組み方］

［金物］

hlc-0176


